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頑張る地方応援プログラムに関する総務大臣・市町村長懇談会 

２００６年１１月２０日（月） 

 

 

【司会】  ただいまより頑張る地方応援プログラムに関する総務大臣・市町村長懇談会

を始めさせていただきます。 

 初めに、菅総務大臣より、ごあいさつをお願い申し上げます。 

【菅総務大臣】  総務大臣の菅であります。本日は、頑張る地方応援プログラムに関す

る懇談会を開催いたしましたところ、熊坂宮古市長、仁志田伊達市長、露木開成町長、中

貝豊岡市長、山内海士町長、後藤臼杵市長の６名の皆様におかれましては、大変お忙しい

中をご出席いただきましたことに心から感謝と御礼を申し上げます。 

 このところ、地方に元気がないと、そうした声をよく聞くわけであります。それぞれの

地方にはそれぞれの地方の固有の特色があると私は思っております。そういう皆さんの資

源を何とか引き出す方策がないかと、そういう考え方の中で、私どもとしては、今回、や

る気のある地方に対しまして、魅力ある地方に生まれ変われるように頑張る地方応援プロ

グラム、こういうものをつくることとしました。地場産品の発掘、ブランド化、少子化対

策に取り組み、あるいは、また外国企業の誘致など、さまざまな方法があるわけでありま

す。そうした地方独自の取り組みをみずから考えて、そして前向きに取り組む自治体に対

しまして、私どもは応援プログラムを、ぜひ１９年度からスタートさせたいと、このよう

に考えております。このために、総務省には、私が就任をして頑張る地方応援室というも

のをすぐにつくらせていただきました。そして、去る１１月９日には、地方魅力づくりに

造詣の深い学識経験者の皆様にお越しいただきまして、意見交換等をさせていただきまし

た。 

 本日は、それぞれの市町村の中で大変なご努力をされておられます６名の皆さんにご案

内をさせていただきました。ほかの市町村に対しても活力を与えていただけるような、そ

うしたお話を伺えるものと思っております。本日の意見を参考にさせていただき、私ども

としては、年内に、その方向性をしっかりと決めさせていただき、実行に移していきたい

と思っております。 

 本日は、日ごろのそれぞれの地方の皆さんの実体験を踏まえながら、あるいはまた、こ

れからの考え方等を私どもにご披瀝いただければ大変にありがたいと思います。どうぞよ
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ろしくお願い申し上げます。 

【司会】  どうもありがとうございました。 

 続きまして、久保大臣官房総括審議官より、お手元の資料１－１「頑張る地方応援プロ

グラムについて（イメージ）」に沿ってご説明をお願いします。 

【久保大臣官房総括審議官】  久保でございます。 

 資料１－１、３枚になった資料がございます。一番後の３枚目を、まず、開いていただ

きたいと思います。安倍総理の今度の国会での所信表明の抜粋をそこにつけてございます。

真ん中あたりでございますけれども、「地場産品の発掘・ブランド化や少子化対策への取組、

外国企業の誘致などについて、その地方独自のプロジェクトを自ら考え、前向きに取り組

む自治体に対し、地方交付税の支援措置を新たに講ずる『頑張る地方応援プログラム』を

来年度からスタートさせます。」、このように述べられておりまして、大臣からお話がござ

いましたように、１０月１３日に、私どもの大臣官房に頑張る地方応援室を設置いたしま

して、その内容について現在、検討を行っているところでございます。 

 恐縮でございますが、最初の１ページに戻っていただきたいと存じます。２番目の真ん

中ぐらいに、「応援プログラムの基本的な枠組み」というふうに書いておりますけれども、

現時点で私どもは、具体的な成果指標、これを交付税に反映させたいと考えておりまして、

四角で囲んでおりますけれども、例えば、地場産品の発掘等でございますと、雇用がそれ

によって一定期間に増加をしたとか、あるいは、そううまくいくかどうかわかりませんが、

子育て支援プロジェクト関係ですと出生率に影響があったりとか、企業立地でございます

と立地の件数とか、あるいは、定住人口、そういったことが１つの指標となってきて、そ

れを(２)の○で書いておりますように、交付税の中で需要としてそういったものが反映で

きないか、そういったことを基本的に考えておりまして、補完的に取り組む経費といった

ようなことも対象にできるかなと、そういったことを今、考えている最中でございます。 

 次のページをお開きいただきますと、大臣からもお話がございましたように、去る９日

に大臣が直接、専門家の方からお話を聞くという会合を設けまして、本日、皆様方との懇

談会をセットしております。並行いたしまして事務レベルでも各自治体からヒアリングを

行っておりまして、地方財政対策や予算が決まります頃に応援プログラムを決定したいと

考えております。ここに書いておりませんが、年が明けましたら、大臣を先頭に各県に出

向いて、この応援プログラムの説明、あるいは地方行財政政策全般についての意見交換会、

これを来年の前半に各県で行いたいというふうに考えております。 
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 以上でございます。 

【司会】  これより、市町村長さん方からの意見聴取に移らせていただきます。まず、

最初に全体の進め方について申し上げます。意見聴取では、お一人につきまして５分から

１０分以内で、それぞれの独自の取り組みの現状とか、応援プログラムへのご意見等につ

いてご発言いただきまして、そのご発言につきまして、おおむね５分程度ぐらいで質疑応

答を行いたいと考えております。６名の市町村長さん方、それぞれからの説明、質疑応答

を終了した後に、残った時間で一括して意見交換を行う、そのようなことで進めたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 まず、初めに岩手県宮古市熊坂市長さんからよろしくお願いいたします。お手元には配

付資料として資料２をお配りいたしております。 

【熊坂宮古市長】  ご紹介いただきました岩手県宮古市長の熊坂でございます。本日は

このような機会を与えていただきまして大変光栄に思っております。旧宮古市長として２

期８年、昨年６月６日、１市１町１村で合併をいたしました新宮古市の市長となりまして、

実質３期目となっております。よろしくお願いいたします。 

 座ったままで失礼いたします。資料２をお開きいただきたいと思います。頑張る地方応

援プログラムに関する提案をさせていただきたいと思います。 

 私ども宮古市は、このたび合併をいたましたけれども、合併に当たりましては「改革な

くして合併なし」というスローガンを掲げました。合併は究極の行財政改革であると考え

て、まちづくりに取り組んでおります。 

 宮古市は本州最東端のまちです。上京に５時間もかかる、非常に遠いところにございま

す。また、いまだに明るい兆しが見えない東北地方にありまして、宮古市も地域間格差の

中で非常に難しい市政運営を強いられております。そういった大変難しい条件の中で１０

年間頑張ってやらせていただいたことにつきまして紹介をしながら、菅大臣からお話しい

ただきました頑張る地方応援プログラムにつきまして提案をさせていただきたいと思いま

す。 

 まず、３ページをお開きいただきたいと思います。宮古市は昨年合併をいたしまして、

面積は約７００㎢となりました。当初は、広域圏内の１市３町３村で合併したいと思って

おりましたが、そうなれば２,７００㎢と神奈川県より大きくなるということでなかなか難

しいことから、当面、３市町村での合併となりました。宮古市は６５歳以上の高齢者の割

合が２６％であります。また、合計特殊出生率は１.６７となっておりまして、これはかな
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り高い数値だと思っております。そして、５万人以上の都市としては東京から最も遠く、

森林面積も９０.１％ございまして、非常に難しい条件を持っております。また、１０月１

８日の津波に際しましては、幸い人的な被害はありませんでしたが、明治以来の津波の死

亡者の数が４,６８３人と、一自治体としては日本最多の犠牲者を出しているまちでもござ

いますので、防災面におきましても大変難しい市政運営を強いられております。 

 宮古市は一生懸命行政改革に取り組んでおりまして、ラスパイレス指数は県内で最低で

ございます。また、事務事業評価行いながら、職員を減らしてきております。 

 ４ページをお開きいただきたいと思います。究極の行財政改革というお話を申し上げま

したが、１３年後の平成３１年までに、約３４％の職員の削減をすることにしております。

実際、合併後の２年間で約１０％の削減をいたしましたので、おそらくこれは７、８年で

達成できると思います。また、私どもはバランスシートをいち早く導入し、県内で最初に

公開いたしました。アウトソーシングも徹底して行っております。岩手県におきましては、

ＮＰＯに委託をした事業の第１号、第２号が宮古市でございます。指定管理者制度も利用

しながら徹底してアウトソーシングしております。学校、保育所、児童館の統廃合も進め

ております。 

 ５ページをお開きいただきたいと思います。宮古市は、行政改革を超える構造改革に着

手しております。市民との協働を進めながらいろいろな事業を見直し、行政をスリムにし

て開かれた市役所、効率的な市役所を目指しております。 

 ６ページをお開きいただきたいと思います。市町村合併に伴い、当然三役が減りますの

で相当人件費が削減されます。行政委員会、議会、一般職も含めれば１５年で約４７億円

もの人件費を削減することができます。 

 削減で生み出された分をどういう施策に振り向けるかということでございますが、８ペ

ージをお開きいただきたいと思います。宮古市は、合併の基本コンセプトを子育て支援と

産業振興の二つに置きました。子育て支援策としては、県内で一番安い保育料の実現、あ

るいは就学前児童の医療費の全額助成などさまざまな取り組みを行っております。平成１

５年には次世代育成支援対策法に基づく地域行動計画策定モデル市町村に北東北３県で唯

一指定されました。また、平成１６年には子育て支援推進モデル市町村に指定していただ

きました。指定された理由は、宮古市がやってきたこれらの実績にあると思っております。 

 ９ページをお開きいただきたいと思います。アウトソーシングで養護老人ホームの管理

運営を社会福祉協議会にお願いしました。これはお願いしたというよりも、むしろ社会福
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祉協議会が自ら競争して取ったということでございます。これによりまして、それまで１

億５,０００万円ほどだった経費が１億２,０００万円になり、職員の雇用数が１.５倍に増

え、サービスを圧倒的に増やすことができました。公務とは一体何ぞやということを大変

に考えさせられた事例でございます。 

 １０ページは、非常に小さくて見にくいのですが、宮古市の改革の軌跡をまとめたもの

でございます。項目の１４番をご覧いただきたいと思います。平成１４年に日本経済新聞

社が行った行政改革度調査で、宮古市は全国１０万人以上の４２９市中、第１位にランク

されました。 

 １１ページですけれども、「行財政改革（学校統合）に頑張る宮古市」ということで、学

校統廃合も強力に進めてまいりました。平成９年以降、私が市長に就任して以降ですけれ

ども、合併した町村も含め８校減り、４１校あったものが３３校になりました。学校統合

で頑張りますと地方交付税は減ります。これは非常に不思議だと思っておりまして、やは

り、頑張ったところにはある程度保障していただきたい。平成の大合併が進んだのは合併

特例債という非常に恩恵のある制度を敷いていただいたからだと思っておりますので、学

校や保育所の統廃合に頑張る自治体には合併と同様に応援をお願いしたいと思います。 

 １２ページは「子育て支援に頑張る宮古市」でございます。宮古市は現在、いろいろな

子育て支援をやっております。例えば、保育料の軽減率は４２％で県内の市では一番安い

保育料となっております。また、他にあまり例がないと思いますが幼稚園と保育所のバラ

ンスを考えて、幼稚園にも保育料の軽減を行っております。こういった取り組みにより、

宮古市は県や全国平均に比べ１．６７と高い出生率を誇っております。 

 次に１４ページの「交通インフラのハンデの中で産業振興に頑張る自治体」でございま

す。岩手県におきましては、内陸部と沿岸部の地域間格差が問題になっております。そう

いった中にあって、宮古市は市民所得のランキングにおきまして、岩手県内１３市中、盛

岡市、北上市、奥州市に次いで４位と、沿岸部の市の中で唯一上位に入っております。こ

れは金型・コネクター産業が好調だからでして、東京から遠い所であっても、コネクター

は非常に小さいですから物流コストがかからず、競争に勝てるわけです。宮古地域はマイ

クロコネクターの製造におきましては世界一の技術の集積があると言われております。皆

さんが使っておられる携帯電話の約４０％に宮古市で製造された製品が入っているはずで

す。遠いということを逆手に取った形で産業振興を進めております。こういった交通イン

フラのハンデの中、産業振興に頑張る自治体に応援をいただきたいと思っております。 
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 最終ページですけれども、「頑張る自治体に応援を」ということでございます。私どもは

必死で住民そして企業に納得いただけるサービスを行いたいと思っておりますが、そこに

交付税の措置をはじめ、頑張る自治体に対する応援をいただければ、さらに私どもは勇気

づけられ、一生懸命に自治体経営を進めていくことができるものと思っております。 

 以上でございます。 

【司会】  どうもありがとうございました。それでは、質疑応答に移らせていただきま

す。ご質問等がありましたらよろしくお願いいたします。 

【菅総務大臣】  よろしいでしょうか。統廃合されたということですけれども、私も全

体を見て、非常に学校の数が３０人、４０人規模で結構多いのですね。そういうのを、私

もやはり統廃合すべきだということでありますけれども、しかし、統廃合をしたら町には

ほとんどメリットはないのです、先ほど地方交付税が減ったという話がありましたけれど

も。統廃合されて、そこについてはスクールバスか何かでやられたのですか。 

【熊坂宮古市長】  はい、そうです。あとはタクシーを使っております。 

【菅総務大臣】  タクシー？ 

【熊坂宮古市長】  はい。タクシー会社に送り迎えを委託しております。 

【菅総務大臣】  その結果として住民の人はどんなあれですか。 

【熊坂宮古市長】  宮古市は非常に面積が広いので、タクシーやバスを利用しているわ

けですが、通学に車で片道１時間以上もかかるということは異常であり、私はしてはいけ

ないと思っております。ですから、統廃合できる範囲というのはおのずと限られてくると

思うのです。宮古市は今のところ３０分ぐらいでおさまっておりますけれども、更に統廃

合を進めるとそういう状態になっていきますので、やはり、バランスが大切なのではない

かと思っております。 

【菅総務大臣】  やはり３０分以内ですか、大体、通学するのに。 

【熊坂宮古市長】  １時間もバスに乗るというのはちょっと考えられません。 

【菅総務大臣】  この統廃合をして、例えば、国に何を望まれますか。 

【熊坂宮古市長】  交付税は学校数、学級数に応じて算定されますので、統廃合を頑張

ったところには、ある程度保障していただける措置があればいいと思っております。それ

から、今、宮古市で全国初の試みが行われております。「四つ葉の学校」と言いまして、旧

村地区の４つの小学校で、一緒にやった方が実が上がる音楽とか体育、あるいは国語とい

った授業を、生徒にバスで１つの学校に集まってやってもらうという事業で、文科省の補
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助を受けてやっています。こういう取り組みも統廃合ができない場合には、教育の実を上

げるということで算定をしていただけるのであれば、よろしいと思います。 

【田村副大臣】  今、学校の話も出たのですけれども、この統廃合は当然のごとく、地

域からすごく批判が出るじゃないですか、保育所もそうだと思います。実は、私の地元も

それで大分もめています、もう十数年もめているところもあります。そういうものを説得

するのに、例えばメリットを、それをするとどういうことが、逆にメリットが出てくるか、

どういう必要性があるか、それが結構重要だと思います。そういうものを、どういう仕組

みをつくってやっていただいたかということが１点。 

 もう１つは、独自の産業政策をやられておりますが、こういうのは、それぞれの企業を

誘致したりとか、そういうのにどのようなメニューをそろえられて、これはずっと長くや

っておられることだと思いますから、急に今始められたことではないと思いますが、どう

やって産業を育ててこられたかというのを教えてください。 

【熊坂宮古市長】  まず、１点目のご質問ですけれども、どんな場合でも学校や保育所

の統廃合には大きな反対があります。納得していただくためには、地域に何回も出向いて、

時間をかけて説得するしかないと思います。今は市の中心部も空洞化してきておりますの

で、子供が少なくなっております。そういうところは比較的、通学に不便を感じないので

いいのですけれども、市の中心部から遠いところの統廃合は本当に大変です。とにかく時

間をかけて説得すること、これに尽きると思います。それから、どうしても小さい学校で

すと団体競技などのクラブ活動ができない、いろいろな教育が充分にできないということ

になりますので、子供たちのためにということを前面に出して統廃合にもっていきました。 

 それから、２点目の産業振興についてですけれども、東京から遠い宮古市には大きな製

品を作るセットメーカーは、物流コストがかかるため来てもらえません。そういう中で、

昭和４９年に、金型・コネクター分野のトップメーカーでありますヒロセ電機が進出いた

しました。現在では関連企業が約３０社、およそ１,７００人がこの分野に従事するまでに

なっておりまして、宮古地域はおそらく世界一のマイクロコネクターの産地だと思います。

１４ページの産業振興の取り組みの中でお示しいたしましたネットワークづくり、研究会

の立ち上げといった取り組みにより、地域全体の技術を高める努力をいたしました。世界

一品質がよくて、世界一安くて、納期が守れれば世界一になれるという戦略でやっており

ます。ちなみに、岩手県における法人所得は１番が岩手銀行ですけれども、２番目は宮古

市の東北ヒロセ電機です。 
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【大野副大臣】  小学校の統合の話になりますと、大抵出てくるのは、小学校というの

は、地域の連携、コミュニティの中核的な機能を持っているために、統合したことによっ

て、そういう地域社会の形が崩れてしまうということに非常にこだわっている面もあるの

ですが、その実態はどうですか。 

【熊坂宮古市長】  宮古市で統廃合した学校の多くは分校と中学校です。先生がおっし

ゃるとおり、小学校をなくしますと地域のコミュニティが崩壊いたしますので、多少負担

が増すことになっても、小学校はできる限り残していきたいと思っております。 

【大野副大臣】  なるほど。また、１５ページにありますが、これだけの産業を起こさ

れて、しかも、地元の高校の地元就職が多いということ、これは何よりもすばらしいこと

なのですが、今、宮古市に進出している企業の地元就職率というのはどうなのですか、ほ

とんど地元で雇用が成立しているのですか。 

【熊坂宮古市長】  いえ、成立しません。むしろ、この分野におきましては人が足りな

い状況にあります。高校生のすべてがコネクター企業に勤めたいわけではありませんので、

雇用のミスマッチというのは当然起きてきております。Ｉターン、Ｊターン、Ｕターンを

一生懸命進めておりますが、この産業を発展させるためにはいろいろなところから優秀な

人材がたくさん宮古に来ていただくことが必要で、企業の社長さんからは、「人を何とかな

してほしい」ということを言われております。今のところ、高卒者の就職率はずっと１０

０％で来ておりますけれども、コネクターをやりたい人ばかりではないので、非常に難し

い状況です。 

統合した学校は分校と中学校が多くて、小学校は、私も、先生がおっしゃるとおり、小

学校をなくしますと地域のコミュニティが崩壊いたします。そういうことで、小学校はで

きる限り、多少負担がかかっても残していきたいと思っております。 

【大野副大臣】  わかりました。 

【司会】  よろしいでしょうか。一たんここで締めさせていただきまして、熊坂市長、

どうもありがとうございました。 

 続きまして、福島県伊達市の仁志田市長からお願い申し上げます。お手元には配付資料

として資料３をお配りしております。よろしくお願いします。 

【仁志田伊達市長】  伊達市長の仁志田でございます。こういう機会を与えていただき

ましてありがとうございました。座って説明させていただきます。 

 私たちのまち伊達市は、この１月に合併したばかりでございまして、５つの町、人口２
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万から１万の町が集まって合併したということでございまして、いわゆる一極集中ではな

くて、我々は分散型合併を選択しました。つまり、各町の生活、文化、伝統を大事にしよ

うということでありまして、合併の行政効率化ということからはなかなか難しいのですけ

れども、しかし、私は、正解というのは、行政効率一遍やりでもないと思うのです。やは

り、失うものもあるということですから、昭和の合併の反省に立てば、分散型合併という

ものを、どういう形なのかわかりませんけれども、これを実現するということが今回の合

併の、私どもの目標であるというふうに考えております。 

 そして、きょう、ご説明する課題としましては、小学校区単位の地域コミュニティの健

全な形成ということ、あとは地域活性化ということでございます。先ほどの議論と反対の

意見になって申しわけありませんけれども、私は小学校は廃止しないという立場でこれを

考えております。小学校につきましては、もちろん、言うまでもない、今、お話がありま

したように、学校教育の場だけではなくて生活の場になっているということですから、今

だって、地区運動会、私どものほうでは、小学校の運動会は地区の運動会で、例えば、あ

る小学校においては、１８の集落が集落対抗をやっておりまして、そういうものはやはり

大事にしていくべきだろうと。それから、体育館と言えば、夜はママさんバレーをやった

り、避難場所にもなっているということも考えますと、むしろ積極的にこれを生かしてい

くべきなのではないか。 

 それから、少子高齢化社会ということを考えたときに、顔の見える福祉、デンマークで

は二、三千人と言われているようでありますが、日本では４,０００人から６,０００人ぐ

らいかなと。これは大体、小学校区に当たると言われております。例えば、これから出て

くる認知症など、徘徊ということが出てきますが、これを、徘徊するから閉じ込めるとい

うのではなくて、徘徊させたほうがいいのではないかといった場合に、これは地域で見守

っていかなければ、とても家族だけではやっていかれないということですから、やはり、

そういう意味で、小学校区というのは大事なのではないか。むしろ積極的に小学校区を単

位とした健全な地域コミュニティの形成を図って、子供を生み育てやすい、安心して年の

取れる、そういう地域をつくったほうがいいのではないか。そのことは結果として、私ど

ものほうの中山間地域、大げさに言えば国土保全、そういうことにもつながっていくだろ

うと。耕作放棄地がどんどん増えていくことを防ぐべきではないか。 

 したがって、手段としては、小学校、私どもの市には、今度合併しましたので２２あり

ますが、これは廃止しないということでございます。教育の効率化とか集団教育という観
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点からは問題があるということですが、これについては、親学校を決めるとか、プールな

どは今、全部、取りかえの時期に来ておりますが、これは集中してやってもいいだろう、

それはバスで運んでもいいだろうと。ただ、学校そのものは残すべきだということでござ

います。そして、体育館なども、そういった生涯学習とか避難所に使いやすいように、単

に、小学校の体育館を使うのではなくて、つくりかえるとすれば、最初から避難できるよ

うな、例えば、便所の数を増やすとか、手洗い場、水飲み場とか、あるいは、煮炊きがで

きるとか、そういう機能も最初からつくったらどうなのか、こういうことでございます。 

 そして、あわせて、子育てセンターといいますか、いろいろな子育てのための支援セン

ター、あるいは高齢者、介護予防とか、そういうことができる簡単な施設でいいと思いま

すが、余り大げさなものではなくて、そして、そういうことを小学校に集中していけば、

世代間交流もできるでありましょうというふうに考えております。 

 それから、下のほうに「デジタルデバイドの解消」とか書いてありますけれども、これ

は結局、学校を残すといっても子供がゼロになったら、学校は残るも、くそも、へったく

れもないのでありまして、若者が住むようにするためにどうするか。いろいろ聞きますと、

携帯電話が通じないとか、パソコンが通じない、そんなところに住めるかと、こういうこ

となのです。ですから、やはり、田舎ほど、むしろそういうことに力を入れるべきである

と。これは、我々自治体ではどうにもならないことがありますので、むしろ国の施策とし

てやっていただきたいというか、やっていただくことによって若者の定住化が図れる。し

たがって、子供の数が増えて、その地域が健全に育成できるということではないか。 

 それから、高齢者のパソコンなども、教育をやれば８０歳の人でもできる。現に、私ど

ものほうではやっている人もいます。それから、ちょっと脱線しますけれども、今のパソ

コンは難しいです、手続きがありますから、パソコンを開くまでに。ですから、それを立

ち上げるまでの手続きがない、家電並みにスイッチを入れればパッとできる、そういうも

のをつくればいいのではないかと私は思っております。そういう結果によって若者に魅力

がある地域の創出というものをつくっていくことが必要なのではないか。そのことによっ

て、Ｕターンとか、Ｉターンとか、グリーンツーリズムとか、そういうことが達成できて、

大げさに言えば国土保全もできるのではないかというふうに私としては考えております。 

 それから、テーマの２番としましては、やはり学校中心なのですけれども、今の子供た

ちにいろいろな問題がある。これは、子供は教育はなされているのですけれども、学ぶと

いう機会を失ったのだと。これは、人の話とか、いろいろな本を読むとそういうふうに書
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いてありまして、私も同感である。子供が学ぶということはどういうことかというと、こ

れは、教育ではないです。子供同士の遊びの中でみずから会得することを「学ぶ」と言う

のだそうでありまして、そのことが今、欠けている。つまり、昔は、餓鬼大将がいて、そ

して、年のいかない者から上の者まで一緒に遊ぶ。当然、鬼ごっこをしても、年の小さい

子は一緒になって遊ぶわけにはいかない。どうするかというと、私どものほうでは、「あぶ

らっ子」という言葉、これは今、死語になりましたけれども、全国的にもいろいろな言葉

があると思いますが、死語になってしまったということが問題なのでしょうが、小さい子

のことを大きい子が面倒を見ざるを得ない環境の中で一緒に遊ぶ。そうすると、小さい子、

イコール弱い子でありますが、弱い人に対する思いやりの気持ちは自然にそこで会得され

る。これは教えるということではないというふうに言われておりますから、そういう環境

をつくってやることに我々はもっと力を入れるべきなのではないか。 

 それから、生きる力といいますか、今、スイッチを入れると飯が炊けるということなの

ですけれども、これは、火を起こしたりナイフを使うことができるようでなければいけな

い。それから、解決力、今、いじめで自殺するという話がありますが、これを適当にしの

ぐとか、何とかする、別に解決するわけではないのですが、何とか適当にやるという力が

弱い。これはやはり、遊びの中で得るものだったのです。ですから、そういう環境を我々

がつくってやる。そのために何をするかということですけれども、私は、３歳から全入、

保育に欠けるから預かるとか、そういうことではなくて、３歳からもう全部、預かるべき

ではないのか。はっきり言うと、今の家庭には余り期待しないほうがいいと言うと語弊が

あるかもしれませんが、私はそこまで考えるべきであると思います。 

 それから、学童保育も、預かってくれるというのは１年から３年までなのですけれども、

３年まででは、さっき言った餓鬼大将にならないわけですから、１年から６年まで学童保

育をやる。家に帰るな、もう日が暮れるまで学校で遊んでいろということが必要なのでは

ないか、そういう施設整備をしていくことが必要なのではないか。そのほか、そこに書い

てあるようなことをボランティアとか、集団実習とかをやったらどうなのかと。 

 ３番目には、中心市街地の活性化に学校というものを中心にしたらどうか。我々のほう

も、５つの町が合併しまして、中心市街地というのは実は５つあるのです、１つではない。

それぞれが空洞化している。それに対して、「商店街の活性化」という言葉がありますけれ

ども、商店街の活性化ではなく中心市街地なのであって、人が集まる、集まればそこに必

要な商店街ができるということだと思うのです、門前市を成すわけですから。そうすると、
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まず人が集まる。しかし、若い者は集まるわけがないです、車で郊外へ行ってしまうわけ

ですから。そうすると年寄り、あとは子どもを人質にして若者が集まる、こういうことだ

と思いますから、そういう意味では、たまたま学校の新築、移転ということがありますの

で、むしろ、土地の安いところとか、そういうところではなくて、中心市街地の真ん中に

ドンと持ってきて、それが１番目で申し上げましたように、都市部にあっても、そういう

学校施設をいろいろな社会の施設、高齢者の介護施設であるとか、介護予防であるとか、

そういったことに使えるというふうにしていったら、かえって、まちのにぎわいになって

いくのではないか。 

 いろいろ課題はあります。教育施設、行政施設の区別の問題とか、いろいろややこしい

ことはありますが、そういうものを学校というような、教育施設ということではなくて、

もっと広い意味で学校を、「センタースクール」というふうに私どもは言っておりますけれ

ども、そういう勉強を今、始めたところでありまして、そういう取り組みをしていきたい

と思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

【司会】  どうもありがとうございました。それでは質疑応答に移りたいと思います。

よろしくお願いします。 

【菅総務大臣】  小学校の一番少ない学校は何人ぐらいですか。 

【仁志田伊達市長】  ５０人ぐらいですね、もう複式学級です。 

【菅総務大臣】  これは併設しているのですか、全部、子育て支援センターと高齢者福

祉センターを。 

【仁志田伊達市長】  これはこれからですけれども、今は何もありません。でも、学校

の中で学童保育をやってほしいとか、それから、現実にママさんバレーとか、そういうも

のはもうやっておりますから、そういうものをもっと積極的に、その地区の施設として整

備していったらどうかということです。 

【菅総務大臣】  学校全体の空いた分をそういう形でと。 

【仁志田伊達市長】  そういうことですね。もう、とにかく、先ほど統廃合の話があり

ましたが、年寄りは統廃合をしてくれるなと。したこともあるのですね、したところは地

区の会合がなくなったと。ところが、若い夫婦は「学校を統合してくれ」と言うのです。

なぜか、都会に出たいということです。学校があるから残らざるを得ないと、まあ、世代

間でちょっと違いがありますが、私はやはり、残して、そして地区で何とかするというこ

とを考えていったほうが、教育ということだけ考えれば、それはどうか知りませんけれど
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も、地区経営ということを考えると、そのほうが、あるべき姿なのではないか。しかし、

それは難しい話だと思います。 

【大野副大臣】  数年前までは、教育施設だから福祉施設はまかりならんという考え方

がありましたが、今はその枠が払われたものですから、新たに施設をつくるよりも、例え

ば、空いた教室を市長さんがおっしゃるような形でお使いになることは、まさにコミュニ

ティの中心だし、お年寄りにしても、子どもの声が聞こえるところで集まるほうが張り合

いがあるでしょうし、子どもにしても、おじいちゃんやおばあちゃんが近くにいるという

のも励みになると思うので、地域の特性を生かすということになるとおもしろい進め方だ

なと思います。 

【仁志田伊達市長】  今、副大臣が言われたとおり、空き教室を使っていくというこう

とは、そのとおりで、大体、立派な学校があるのです、私どもの場合だと。ですから、む

しろもったいないなと。ですから、今おっしゃったようなことはやっていきたい。今、学

童保育、これは教育ではないので、もう既に空き教室でやっておりますが、今、おっしゃ

いましたように、福祉施設とか、健康増進施設であるとか、簡単な器具を入れて、そこで

人が集まる、あるいは、地域の町中お茶の輪みたいなものをつくってやるということのほ

うがいいのではないかと思っています。 

【田村副大臣】  今、市長がおっしゃったいろいろな話を聞きまして、ちょっと、私、

伊達市がどれぐらいの規模なのかよくわからなくて、地方部と都市化した部分が多分ある

のかなと、そういう部分があるのか、ちょっとイメージが沸きづらいところがあるので的

を外れたようなご質問をするかもわかりませんが、今おっしゃったとおり、子どもたちの

教育という部分で、私のほうでも、遊ぶときに「ハイネコ」とうちは言うのですが、ちっ

ちゃい子どもは、鬼ごっこをしても当たっても鬼にならないのですよ、許してもらえるか

らそういう名前なのですが、いろいろな年齢層が遊ぶ機会が本当になくなってきています。

今、学童保育、放課後児童クラブが３年生までという話がありましたか、地域子ども教室

というメニューが１つ、今、文科省のほうから出てきて、今度、多分、厚生省と文科省の

間でそれを一体化しようという流れがあるのですが、そういうものを利用しながら、その

地域に子どもがそれほどいないと、またできない話になるのでしょうけれども、学校全体

で学童保育と地域子ども教室、そういうものをうまく組み合わせていくというメニューは

使われているのですか。 

【仁志田伊達市長】  ええ、ですから、小学校に学童保育もやりますし、幼稚園も、幼
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稚園保育園ですが、３年間の保育も全部そこでやるということであって、みんなその地域

でやっていこうということです。そうすれば、１学年は１０人ぐらいかもしれませんけれ

ども、早い話、３歳からあるとすれば、ある意味では、私は心の義務教育と思っているの

ですが、教育の義務教育は７歳から１５歳までですけれども、３歳から１２歳までのほう

が大事なのではないか。中学校になってからいろいろ言ってもしょうがない。ですから、

もう３歳からきちっと育てていくということに力を入れていったほうがいいのではないか

という考えなのです。 

 それから、ここにこういう地図をつけてありましたけれども、面積は２６０㎢でそんな

に広くありません。人口は７万人であります。そして５つの町ですから、それぞれの町に

中心があります。その周りに学校が４つか５つある。この４つか５つの部分が過疎化が激

しい。真ん中の学校はちゃんとしている。ちなみに、中学校は基本的に各町に１つです。

だから、そういうふうにも、やろうと思えばできないことはないけれども、本当にそれで

いいのかどうかということです。廃止反対だから廃止しないとか、そういうことではなく

て、むしろ、積極的に廃止しないで学校を生かしていったほうがいいのではないかという

考えです。 

【松田事務次官】  頑張るということで、どういうものを指標として考えていくのかと

いうことで、いろいろご意見を伺っているわけですけれども、例えば、いろいろな企業の

誘致数とか、それから、少子化への、少子化率の改善とかいうことだけではなくて、この

場合は有識者のご意見などを伺いますと、観光などを含めた交流人口とか、そういうもの

も考えられるし、今、お話を聞いていると、やはり、地域としては、地域のコミュニティ

をとにかく崩壊していくのをとめる、あるいは維持発展させていくということで言います

と、そういう小学校を単位としてコミュニティみたいなものをどのぐらい維持発展されて

いるかということも１つあるだろうと思います。それから、もう１つは、市街地づくりの

話ですけれども、市街地をいかにつくり、残していくのかと、そういうこともメルクマー

ルになるのかなという感じがちょっとしたのですが、その辺はいかがでしょうか。 

【仁志田伊達市長】  ええ、ですから、とにかく小学校を廃止してしまえば、その地区

はもうなくなることは間違いない。だから、コンパクトシティという考え方もありますけ

れども、それはそれで１つの考え方なのですが、要は、そうしていいのかどうかというの

は大きな決断だろうと思うのです。だけど、その前にやはり、もっと広い意味で考えたと

きに、本当にそういうことをやっていいのかどうか。コンパクトシティというのは別に間
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違っていないと思いますが、ただ、正解は中庸にありと思うので、極端にはないのだろう

と。だから、コンパクトシティという部分もあるし、それから、そういう分散型の、我々

は合併しましたけれども、そういう地域、この５つの町の中に、２つの町は過疎債対象の

町ですから、いかに過疎地域かということはあるので、この７万の市であっても、過疎の

部分と集中している部分、その小さい中でも、いわゆる、人口の集中が起こっているわけ

です。これが、そのままでいいのかと。まあ、経営的に考えればそのほうが楽でいいので

すけれども、本当にそれでいいのかというふうに私は今、思っているところです。 

【田村副大臣】  そうすると、今の次官の話の中で、どういう指標を、何というのです

か、１つの目標数値に置いていくのがいいというふうにお考えですか。 

【仁志田伊達市長】  それはやはり子どもの数といいますか、定住人口をどうやって増

やしていくかということですから、子どもを生み、育てやすいというのが、まず基本だと

思います。高齢者に対してはやりますけれども、やはり、子どもの問題が一番だと思うの

です。ですから、子どもが増えるような、そういう地域づくりをどうやってやるか。です

から、そのためにも、デジタルデバイドの解消であるとか、働く場所、これには書いてな

いかもしれませんが、下請けさん何かで、山間部に入ってくれないかなと。当然、そこに

対して輸送費とか、そんな山の中では水がないとかあるかもしれませんから、その程度は

行政で補助して、何とか働くところをつくってやる。そんな大規模な工場ではなく、いわ

ゆる、手間賃でやるような小さなものでいいのではないかと私は思うのです。 

【司会】  はい、ありがとうございます。 

 続きまして、神奈川県開成町長の露木様からご説明をお願いいたします。お手元には配

付資料の４をお配りしております。よろしくお願いいたします。 

【露木開成町長】  神奈川県開成町長の露木と申します。このような機会を与えていた

だきまして大変ありがとうございます。それでは、座らせていただき説明をさせていただ

きます。 

 お手元の資料４に基づきまして説明をいたします。宮古市長さんの市の面積の１００分

の１の面積の神奈川県開成町で、今、仁志田伊達市長さんが小学校の云々とありましたが、

私の町の小学校は１つだけですから、小学校区がそのまま町になっております。ただ、最

近人口が増えたので、もう１つ、間もなく小学校をつくらなければいけないのですが、基

本的には小学校区単位の町も神奈川県の中にある。場所は神奈川県の一番西のほうで、小

田原市と隣接しております。そういう町であります。 
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 ただ、面積は小さいのですけれども、ほぼ真っ平らですので非常に活用しやすいという

ことで、活気ある町を目指しております。そういう手段として住民参加を盛んにしようと

いうまちづくりを展開しているところであります。 

 きょう、お話をしたいのは、その住民参加の中で、私の町が特に力を注いでいるのは、

その町、小さな町ですが１２の自治会がありまして、その自治会を、事実上、まちづくり

の基本的な単位と考えてまちづくりを進めていく。それはなぜかと言われますと、こんな

小さな町でも町役場ということになりますと、やや敷居が高くて参加しにくいというとこ

ろがありますが、自治会なら大丈夫なのです。やはり、参加しませんと実感が沸きません

から、できるだけ小さな単位にしたほうが望ましいということであります。そういう参加

を促すためには、町民の側に行政が下働きをするので、あなた方が積極的に企画等々をや

ってくださいと、行政のほうは、交通安全とか、そういったことに力を注ぎますというこ

とを基本的な構えにしております。 

 その中で、ちょっと注意をしていただきたいのは、例えば、婦人会とか、○○団体とか、

さまざまな古い組織、団体がありますけれども、こういった既存団体は立派な参加を促す

重要な役割を担っていただけるということであります。こういう古い団体を、とかく新し

いことをしようとすると無視しますけれども、やはり、そういう古い団体を再び活性化さ

せるということのほうが参加を非常に促しやすい。できるだけ町民の側の発想を生かして

展開をするということであります。 

 そういったことをやるとどんな効果が生まれるかというと、先ほど仁志田市長さんが言

われておりましたが、私のような、こんな小さな町でも、高齢化率２２％ぐらいの自治会

と、高齢化率で言えば１けたの若い自治会が渾然一体としているわけです。そういうもの

を自治会単位で福祉をおろしていくと、その地域実情に合った形の福祉が展開しやすい。

あと、私の町では、今年から、いざ災害のときに、登録をしておいて、そういった方をだ

れが助けにいくかとか、そういったものをきめ細かく登録する制度を始めましたが、これ

は町が言うより自治会単位でお願いしていったほうがはるかにスムーズに協力が得やすい。

言ってみれば、「向こう三軒両隣」のお互いさまのシステムをもう１回復活するための１つ

の場として自治会は考えられるのではないだろうか。 

 あと、先ほども学校の話がありましたが、地域と学校が連携をして何かをやりましょう

と言っても、個々バラバラの個人と学校というのはなかなか連携しにくいわけです。これ

が、自治会というものが１つの塊になっておりますと非常に連携しやすくて、ひいては、
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いわゆる、地域の教育力の向上につながるのではないかという感じがいたします。 

 あと、「補足」と書いてありますが、これは私見なのですが、とかく、よく愛国心の問題

を言いますと問題になりますけれども、こういう小さな単位の、言ってみればふるさとと

いうものを実感する場があれば、そのふるさとを形として守っていこうという健全な愛国

心が育っていくのは当然のことでありまして、そういった方向を促していくことが必要で

はないか。要するに、個々バラバラで空中戦をやっていますと極端なウルトラ何とかにな

ってしまいますけれども、こういう実態を持った形の場を実感として体験することによっ

て愛国心を育てていくこと、これはしごく当然のことではないかというふうに思います。 

 もう１つは、リタイアした団塊の世代の方々が間もなく一斉にさまざまな地域に散った

り、あるいは活動されたりするときに、自治会という単位を示すことによって、そこにも

う一度入ってもらって、会社人間であった方々が、もう１回、地域に戻る階段、踊り場と

いう形で自治会の活動は展開できるのではないだろうかという感じがいたしますので、現

代の要請にこたえられるものではないか。 

 あと、私の町でも最近は企業などに勤める在日外国人の方が増えておりますが、まだ残

念ながら、在日外国人を普通に受け入れるだけの、いわゆる自治会の意識改革はなかなか

なされていないのが実情なので、ここら辺が課題なのかなというふうに思っております。 

 以上、もう一度整理しますと、この自治会、あるいは共同体の創出という問題は、都市

とか農村とか、そういった地域に関係なく、非常に急速に進行しておりますので、結果と

してふれあいの場が失われていってしまっている。そうすると、個々人がバラバラになっ

てしまって、ストレスとか孤独感、それで閉じこもりみたいな形がどんどん増えていく。

結果として犯罪は増えるし、俺さえよければいいという考え方の人が増えてしまう。そう

いったものにもう１回、反転して、新しい時代をつくるためには、小さな単位のふれあい

の場の再生が今、問われているのではないだろうか。具体的には、先ほどから挙げられて

います、合併前の旧市町村、私たちの町で言えば、自治会、町内会の活性化といったこと

で、それが遂げられるというふうに思っております。 

 そういったところに参加することによって責任感が育成されます。少しでもまとめる側

の立場に立った形での民主主義と、ただ、自分の要求を主張する形での民主主義というの

は大きな違いがありますので、やはり、参加してまとめる経験を経る、その場としての自

治会、町内会、そういったものは大切ではないかというふうに思っております。そういっ

たコミュニティ再生への取り組みに総合的な支援プログラムの創設をぜひお願いしたいと
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思っております。 

 これは、交付税だけというと、交付税に関係のないところも出てきてしまいますので、

ぜひ、他省庁との補助の組み合わせなど、あるいは、宝くじとか、そういったものの組み

合わせなどによって実効性のある補助をぜひお願いしたいと思っております。そういうこ

とを総称して、「ふるさと創生」運動の新しいバージョン、こういったものは考えられない

でしょうかということをお願いする次第であります。 

 最後にちょっと一言だけなのですが、私の町では、自助努力で企業誘致を行いまして、

その結果として税収が大分増える見通しになってしまいました。なってしまいましたとい

うのは、その結果として交付税が来なくなりまして、今まで交付税で見てもらえるのでは

ないかと思っていたのが全部、そうならなくなったということで、そういう、かなり自助

努力で無理して企業誘致を果たしたところに何らかの、頑張ったねというものができない

だろうかということを最後、つけ加えさせていただきます。 

 これは、具体的な提案をしようと思って担当スタッフと知恵を絞ったのですが、交付税

課長がなるほどと思うようななかなかいい指標が見つからないので、今後の課題とさせて

いただきますけれども、頑張って、その後、削られるという印象を与えるというのが、ど

うも腑に落ちないなと、これは余り言うとおねだりみたいに思われますからこれでやめま

すが、以上であります。 

【司会】  はい、どうもありがとうございました。それでは、ご質問等がありましたら

よろしくお願いいたします。 

【瀧野総務審議官】  人口が増えているというふうにおっしゃっておりましたけれども、

人口が増えてきている要因とか、あるいは、町長さんの政策がよろしくて増えているのか

もしれませんが、どういう因果関係があって、多くのところは減っているところが多いの

で、その中で開成町は人口が増えている、企業誘致等もあるかもしれませんが、そこのと

ころをちょっとお聞きしたいと思います。 

【露木開成町長】  それはもう、一番はっきりしているのは、約４０年前に都市計画法

等がいろいろ改正されたりして、いわゆる都市計画を明快に定める時期のときに、かなり

小さな町ですけれども、ここは農業振興区域として田んぼを残す、ここは旧市街地だから

生活環境を改善する、ここは新しい開発区域だからきちんとした区画整理という手法を使

って開発しましょうというすみ分けをきちんとしたわけです。その結果として、特に、区

画整理を展開する、土地を出し合ってもらってきれいな街路をつくったり、そういう計画
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を進行する場所についてはものすごい住民の反対があったのです。でも、それを半ば、強

引に押し切って、それで結果として小田急線の電車の駅を区画整理によって誘致したわけ

です。それで、きれいな街路が広がる市街化空間が４０年かかってできたわけです。結果

として、私は、いいとこ取りで、その成果が今、ほかのところがバブルが終わって苦しん

でいるときに、ちょうどすべての面整備が終わったというのにオーバーラップしたもので、

今、急速に、都市環境がいいということで若い人が住み出している。だから、かなり反対

があったので、あそこの途中でよれちゃったら、ちょっとバラバラの開発になってしまい

ましたのでだめだったと思うのですけれども、そこを押し切ってしまったわけです。その

結果が、いい道路とか、いい公園とか、そういうものが駅のそばにあるということで若い

人がどんどん住んできている。 

【瀧野総務審議官】  若い人の就職の場というのは小田原のほうになるのですか。 

【露木開成町長】  すぐそばに富士フィルムがあるのです。大井松田インターとか、比

較的良質な企業、研究所等があるので、その研究所に勤められる方が住まわれるのです。

ですから、研究員なので給料が高いので助かるのです、住民税も。 

【久保大臣官房総括審議官】  出生率にはいい影響は出ていますか。 

【露木開成町長】  出ていますね。最近ですと、神奈川県は全般的に低いですけれども、

それでも、私の町と、隣の町、比較的人口が伸びているところは出生率が１.４とか、その

レベルです。 

【大野副大臣】  人口は幾らですか。 

【露木開成町長】  今１万５,５００人ぐらいです。 

【大野副大臣】  不交付団体はいつごろからですか。 

【露木開成町長】  来年から不交付団体です。(笑)それは企業誘致をしたからです。そ

れをちょっとはじいてもらえば、来年もう少し……。 

【田村副大臣】  立派なものですね。ほかから転入してこられる方々も結構おられるの

ですか。 

【露木開成町長】  それは社会層のほうが多いです。ただし、地域間で言いますと、我々

は小田原を中心とする都市なわけです。小田原から開成町に移り住んでおられる方がかな

り多いので、地域全体とすると決して増えていないです、「行って来い」の問題です。だか

ら、神奈川県は、やはり横浜を中心は伸びていますけれども、神奈川県の西のほう、静岡

県寄りのほうは大変苦境に陥っているというのが実態です。 
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【土屋政務官】  これ、距離感がわからないのですけれども、開成駅から４つぐらいで

小田原になるのですか。 

【露木開成町長】  そうですね。 

【土屋政務官】  何キロぐらいですか。 

【露木開成町長】  １０キロ弱です。 

【土屋政務官】  ちょうどいいですね。 

【露木開成町長】  今、開成町に住まわれる方は新幹線を使って東京に勤務される方が

かなり住んでいます。新幹線通勤ですと、丸の内まで１時間ちょっとで。だから、便利だ

けれども田舎というか、田舎だけれども便利というか、そういうコンセプトです。 

【司会】  よろしいでしょうか。露木町長さん、どうもありがとうございました。 

 続きまして、準備の関係で、先に海士町長さんにお願い申し上げます。 

【山内海士町長】  島根県、日本海に浮かんでいる隠岐島からやってきました山内でご

ざいます。きょうはどうもありがとうございます。お手元の資料６ですが、「小さな島の挑

戦」という、きょうは、会議そのものではなくて、限られた時間ですので、はしょって説

明をさせていただきたいと思います。口の悪い議会の皆さんは、私のことを「小さな島の

大きな町長」と言っていますが、決して態度はでかくないと思っています。 

 ２ページを見ていただきますと、隠岐諸島には４つの有人島がありますが、そこに７つ

の町村があって、大きいほうの島を島後と言い、３つの島を合わせて島前と言っておりま

す。島後の４つの町村が合併いたしまして隠岐ノ島町となったわけです。本来、全部合わ

せて隠岐島と言っていたのですが、合併を先にしたということで、隠岐ノ島町としたため、

私はあえていつも「隠岐國」を使っています。島より国のほうが大きいだろうという思い

から、私のところの各商品も、「隠岐國海士町」という名称を必ず使うようにしております。 

 そういう中で、実は、御多分に漏れずといいますか、いろいろなおかげといいますか、

離島振興法等の適用によりまして、これまで公共事業でおくれていた基盤整備がなされた

わけですが、一方で、いわゆる借金を抱える島になって、公共事業で生きた島、生かされ

た島は、大体そういうふうな宿命を負っております。そういう時に、実は、私は議会に平

成７年から出ておりましたが、平成１１年のころからすでに暗雲が立ち込めておりました。

いわゆる公債比率等々、このままで本当に海士町は持ちこたえるのか、今日のような急激

なダウンはなかったのですが、そういう思いから、職員とも一緒に視察研修に行ったりし

た中で、何とか今からやろうということで、ソフトに切り替え、１１年に議会も入って「や
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るぞ計画」というものをつくり、そこに書いてあるようないろいろなことをやりました。 

 そうした中で、「世の中を変えるのはおまえしかいない」という言葉に乗せられまして、

平成１４年５月３１日から就任したのですが、時の現職の助役との戦争で、何とか大きな

票を得られまして町長に就任したわけです。私は、就任するなり、調整の経営指針に、「～

自立・挑戦・交流～ そして限りなき前進」を掲げました。私はずっと外から役場を見た

ときに、やはり、住民あっての行政という意識が非常に低いのではないかということで、

とにかく先に意識改革をやるのが私の仕事だと、まず取り組んだわけでございます。 

 そういう中で合併問題が起きてきました。しかし、島前という３つの島は、どうしても、

外海離島ということから、私は、総務省にも勉強に来ましたが、合併メリットといいます

か、しょせん、名目合併でしかないということで、やむなく苦渋の選択をせざるを得ませ

んでした。しかし、これからの生きる術として、島を支えていくにはどうすればいいのか、

詰まるところ、「自分たちの島は自分たちで守る」という、ほかのところが合併されて地域

の一体感とか、あるいは、職員の一体感と言っている間に、私は、１７、１８年度が勝負

だとの思いから、生きる術を早く見つけようという意識合わせをいたしました。 

 そうしたところに、島根的には「地財ショック」と言っていますけれども、また、交付

税の町税に匹敵するぐらいのカットがあり、更にこれは大変だということで、いち早く「海

士町自立促進プラン」をつくりました。大きくは、「守り」と「攻め」の戦略で、守りとし

ては限りない行財政改革、一方で、攻めとしては産業施策を考えたわけでございます。 

 そういう中で、４ページの下に書いてございますけれども、１６年度から賃金カットを

やったわけです。この賃金カットは、私自身だけがやるという思いでございましたが、課

長会議を、私のところは経営会議と言っていますが、課長会議の申し出によって、１６年

度初めから、そして今度は組合から、１６年の９月に申し出があって、一般職員も賃金カ

ットをやりました。１７年度につきましては、５ページにございますけれども、大体職員

は、平均２２％カット、課長が３０％、私は５０％でございますが、ラスパイレス指数は

全国最低値ということでございます。 

 このことは私は、いつも海士町長は社長だという思いでやっておりますが、経営者とし

ては、この手法は一番だめな手法だと思います。しかし、どれだけこれから住民サービス

をダウンするかわからない中で、住民に向かうためには、やはり行政みずからがやらなけ

ればいけないという思いからでした。ここで私は、職員のことをいつも言うのですが、私

は泣きました。組合等のみずからの申し出によってやるのはいいが、中には、大学へ２人、



 

 --22- 

- 

行っている者もおります。そういうことで、ラスパイレス指数は最低値なのですけれども、

モチベーションは全国で一番高いのではないかと、そういう思いで職員と一緒に今、仕事

をしているところでございます。 

 何故か、皮肉にも、今、夕張市の再建計画に「海士町を下回る……」ということを新聞

で見まして、何か変なところでこれは、私は恥ずかしい様な思いをしているところですが

しかし、私のところは、再建団体になるのを事前に防ごうという考えで、取り組んで今日

まで来たわけです。実は、平成１７年度の決算が十数年ぶりに、基金を一銭も崩さずに、

むしろ少し積みました。これは本当に職員、ないしは地域の皆さんの協力の賜物だと思っ

ています。そういう面でも、１２月のボーナスについては、カットのままでは余りにもか

わいそうで、それなりの手だてを９月定例議会で補正をいたしました。ただし、これは、

私ども特別職、議員の皆さんを除き、一般職員だけをカットなしで支給することにいたし

ました。職員組合からは礼を言われたというような状況でございます。 

 ６ページですが、実は、昭和２５年ぐらいには人口が７,０００近くいたのですが、今日

２,５００人という中で、人口は活性化の機軸になるわけで、５５年ぐらいの間に４,５０

０人ぐらい、人口が減った。このことが島の存続に一番かかわる問題ですので、人口施策

等をやりまして、１６年度はＩターンが１８人の１２世帯、それから、１７年度が９６名

の４４世帯、１８年度が、４月から１１月３日現在で１６世帯の２３人、来ています。ト

ータルで、１６年度から１３７人のＩターンの方が今、定住しておられ、７２世帯でござ

います。５５年間で４,５００人減った人口を一気に取り返すことはできませんが、しかし、

おかげで、人口減少がようやくとまりつつあるところでございます。 

 その次に産業振興が書いてございますが、とにかく攻めとしては産業振興だということ

でございます。７ページにございますけれども、地域再生計画を２年、指定をいただいて、

いろいろ取り組んでおります。その陰には、いわゆる、プラス事業とか、パッケージ事業

等の認定も受けながら商品開発をやって、今、いわがきについては築地でブランドとして、

これは東北と競合しておりますが、うちは１８０円から１９０円で、高く買ってもらって

おります。８ページですが、土建業者の農業参入ということで、牛を飼い始めました。昔

から、隠岐全体で繁殖牛は飼っていたものですが、それが「松阪牛」とかになっていまし

た。これを、ある土建業者さんが肥育牛として商売を始めたのです。実は、３月に持って

いったのが、いきなり、枝肉が３,６７６円でございまして、そのときの講評が、松阪牛に

劣らないと。ブランドにするのだったら最低１０頭ずつ持ってこいということで、ようや
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くこの１０月３０日のせりから１０頭体制ができまして、今まで３５頭持っていきました

が、Ａ５、Ａ４が９２％の確率で、市場からの期待が非常に大きく、ぜひ、これをブラン

ドにしたいと思っています。 

 それから、周りが海ですので天然塩を手がけております。それと、ＣＡＳという、これ

は本当に画期的なものですけれども、いわゆる凍結システムを入れて、今、シロイカを銀

座、あるいは大手の外食産業、有名なところとも取引が始まっておりまして、ようやくこ

れも軌道に乗りつつあるところでございます。しかし、まだまだ緒についたばかりでござ

いますが、ようやく緒についた産業を、島の生き残りをかけてやっていきたいと思ってお

ります。 

 そういう中で、特にＩターンの方の思いですが、１５万円で働いていますけれども、労

力のために来ているのではなくて、中にはイノベーターとして事業を興した方もおられま

す。ＩＴ産業をやられた方もおられ、島にはいろんな夢があり、未来があるということを

おっしゃって、私どもは非常に元気づいているところでございます。 

 そのようなことで、交付税につきましては、私は、食いぶちではなくて、これは、大き

いところであろうが、小さいところであろうが、相撲をとるための土俵づくりだと思って

います。そういう観点から、交付税はやはり、いただかなければいけません。地域間競争

の土俵をそろえてもらうのが交付税だという理解をいたしますので、ここらあたりをよろ

しくお願いしたいと思っています。１０分ということですぐに時間が来てしまい、はしょ

って申しわけありませんでした。 

【司会】  はい、どうもありがとうございました。それではご質問等がありましたらよ

ろしくお願いいたします。 

【大野副大臣】  職員は何人ぐらいおられるのですか。 

【山内海士町長】  職員は７０人ですが、私が就任したときは８７人おりましたので、

二十％減です。ここ３年から４年で減らしております。７０人の中に２０人は、診療所等

がございます。私が議会のときに質問して、町立の保育所はなくしました。これはよかっ

たなと思っています。あと、本庁におるのはわずかでございまして、出先に重点、産業の

現場に配置しております。ですから、本庁はもう総務課などは、今、Ｉターンの奥さん等

で、本当にわずかでございまして、そのＣＡＳセンターとか、観光協会では一緒になって、

いわゆる、地産地消を、私のところは「地産地商」と書いておりますけれども、現場で一

緒に働いて、だれが役場の職員で、だれが観光協会で、だれが三セクの社員かわかりませ
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ん。朝、職員も６時半から産品の周回に交代で歩いております。 

【田村副大臣】  うちは松阪なものですから。(笑) 

【山内海士町長】  済みません、どうも。 

【田村副大臣】  松阪牛の話をお聞きして、頑張っておられるなと思いましたけれども、

これ、かなり給料を削減されて、ラスパイレス指数を７２.４、それもそうなのですけれど

も、三役、議員も極端にカットされていますよね。これを継続して、本当にこういう形で

やっていかれるのか。それから、もちろん職員の方々が、もちろん島の住民の方々がどれ

ぐらいの所得水準なのかちょっとよくわかりませんが、それと比べてどうなのかという部

分と、それからＩターンですから、Ｕターンではなくて、来た切りになる方を引っ張って

くるわけですが、どのようなことを目指して引っ張ってこられているのか、手法はどうい

うふうにしながら引っ張ってこられているのですか。 

【山内海士町長】  まず、賃金カットにつきましては、これはローカル賃金、自分のと

ころの土建屋さんとか、全部インプットしまして、年代と、これはちょっと難しいところ

もございますけれども、比較して見せました。それでもやはりちょっと職員が高いようで

す。かつては、夜に酒を飲んでいると、「おまえらはただ酒を飲んでいるだろう」と言われ

たけど、今は全然言いません。そういう面でも頑張っています。この間、観光客から、タ

クシーに乗ったら運転手が、「役場が頑張るからおれらも頑張らないかん」と言っていたと。

みなさん頑張ってくださいというような激励のはがきも二、三回来ております。職員と私

とは二回り歳は違うのですが、今はありませんが、共に青年団で培ったことで、地域に対

する思い入れが非常に強いということです。役場は、かつてのように、補助金を出すだけ

の時代ではなくて、私の考えは間違っているかもしれませんが、これまでは補助金を出し

ても検証もしておりません。これからは、行政はもうけて見せるところまでやらなければ

いけないということです。職員が限りなく入り込んでいます。ですから、７０人という職

員は多いのではないかと言われますが、私は、２０人は国保診療所ですから、あとの５０

人でやっており、多くを現場に張っています。そういう面で、私は、生産現場に置いてい

るので多いとは思っていません。 

 それと、Ｉターンの方は、これは、ただリタイアして島で暮らすというような方は少な

いです。すごく思いを持っています。去年はＮＨＫの料理大賞に若い青年が、第二席にな

りました。東京へ私も応援に行きましたが、みんなそんな思いを持って、何か起こしたい

と。ある青年なんかは、みずから麦をつくって、今、うどんにかかって、ここでうどん屋
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をやりたいとか、牛飼いもやっています。 

【田村副大臣】  青年団が来るわけですか。 

【山内海士町長】  若い連中です。ですから、家族持ちもおりますけれども、大体、平

均すれば４０代です。すごく今、力になっています。一番心配したのは地域との融合をど

うするかと、それが今、物干し竿をつくってあげたりとか、子どものブランコをつくった

りとか、地区によっては非常にいいふうになっています。それから、若い者が牛を飼うの

に、金を持っているわけではないのです。実は、「海士ファンバンク」というのを設立しま

して、今、東京に大分ファンがいて、この間も、１,０００万円いただいたところです。１

頭牛を買うのに、今、牛価が上がりまして５０万円ぐらいします。５年後に返すというこ

とで、その間は何で払うかというと、ファンの方々はみなさん利子は要りませんから、海

のものか、山のものでも、年に２回ぐらい、自分がつくっている作物等を送ってくれれば

いいから、ということです。実は、これを余り集めてもいけませんが、この間、とりあえ

ず課長が上京して回ったら１,０００万円ばかりできましたので、ある青年は牛を７頭、買

いました。今、国立とか、都内に大分ファンができてありがたいと思っています。 

【田村副大臣】  ああ、そうですか、おもしろいですね。特別職や議員さんの給料の削

減がすごい勢いになっているのですが、これは恒久策ですか。 

【山内海士町長】  これは、私は選挙で出た人間ですから勢いを見せることが大事だと

思います。ただ、職員をカットする気は全然なかったのですが、助役は当然、「町長がやる

なら」と、収入役はすぐ廃止しましたので。議員は仕方なしだと思います、私は今度は選

挙がなくて５月３１日から２期目に入ったのですが、２期目の任期は２２年５月３０日な

ので、そこまでパッとやってしまったのです。議会は、自分たちに響くものですから、町

長、そこまでやらんでもいいだろう、世の中がよくなるかもわからないと。いや、おれは、

あなたたちとは考え方が違うということでやっています。特別職は、はっきり言って別だ

と思っています。職員はよくついてきてくれていると思っています。 

【司会】  それでは、よろしいでしょうか。一たん締めさせていただきまして、海士町

長さん、どうもありがとうございました。 

 続きまして、豊岡市長の中貝市長さんから、プロジェクターのほうでよろしくお願いい

たします。 

【中貝豊岡市長】  豊岡市長の中貝でございます。機械の機嫌も直ったようでございま

すので、説明をさせていただきます。 



 

 --26- 

- 

 兵庫県の日本海に面したまちです。昨年の４月に１市５町が合併をして、面積７００㎢、

人口８万９,０００人のまちになりました。これは空から見たところです。まちの真ん中を

円山川が流れています。ちょうど私が指しているあたりで、河口から１０㎞上流ですが、

カレイやアジが釣れます。円山川は河川勾配が１万分の１、１００ｍに対して１㎝の高低

差ということで、川の下のほうは塩水が上がってきているということになります。したが

って、風がないと鏡の面のような静かな水面を示しています。ただ、この穏やかさは水は

けの悪さと裏表の関係にありまして、一昨年、台風２３号で大きな被害を受けました。 

 こういった低湿地というのは人間にとっては結構厄介な場所でありますけれども、大好

きな生き物がたくさんいます。今から湿地が好きな生き物の代表例を２つ、見ていただき

ます。 

この人ではありません（笑）。コリヤナギという湿地を好む植物が自生しておりました。

そのコリヤナギを使って柳行李産業が発達して、豊岡は日本最大の産地でありました。生

活様式の変化に伴って、こういう取っ手がついて鞄にかわりました。今、豊岡は、革を除

きますと全国の７割を生産するという日本最大の鞄の産地です。１６年度、国のＪＡＰＡ

Ｎブランド育成支援事業をいただきました。そして、今年は『豊岡鞄』という地域ブラン

ドの認定がなされたところです。 

 そしてもう１つ、湿地が大好きな生き物の代表例がこれです。コウノトリ。羽を広げる

と２ｍもある白い大きな鳥です。かつては日本中至る所にいる鳥でした。里山の松の上に

巣をつくって、当時の水田は一年中水浸しで、カエルやナマズ、ドジョウ、フナなど、コ

ウノトリの餌がたくさんいましたので、そこで生きていました。しかし、明治期に鉄砲が

解禁されてハンティングで数を減らします。第二次世界大戦中に松根油を取るということ

で松林が伐採されます。そして、最後にとどめを刺したのが戦後の環境破壊、典型的には

農薬です。コウノトリの餌はみんないなくなってしまいました。 

 そして、今から３５年前、野生最後の１羽が豊岡で死んで、コウノトリは日本の空から

消えました。その絶滅に先立って、今から４１年前、豊岡で人工飼育が始まりました。し

かし、最初の２４年間、来る年も来る年も１羽の雛もかえりませんでした。コウノトリが

増えるという確信をだれも持たないまま、いわば暗闇の中を黙々と人工飼育が続いてい

きます。そして２５年目の春、１９８９年（平成元年）、待望の雛が誕生いたしました。

以来１８年連続で雛がかえって、今、１２４羽のコウノトリが豊岡に暮らしています。そ

して昨年、ご存じのとおり、５羽のコウノトリが空に帰りました。今年も空に帰りまして、
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現在、１６羽のコウノトリが自由に空を飛んでいます。私たちは、コウノトリをシンボル

にして「コウノトリも住めるまちづくり」を進めています。完全肉食の大型の鳥ですから、

豊かな環境がなければコウノトリは暮らすことができません。 

 そして、自然放鳥が始まった今、私たちが次に開こうとしている扉は「環境経済」です。

環境をよくしようとする行動によって経済が活性化する。そのことが誘因になってまた環

境をよくする行動が広がっていく。こういった関係を「環境経済」と名づけました。ねら

いの１つは持続可能性です。美しい理念だけでスタートした環境行動が雲散霧消する例を

たくさん見てきました。経済によって裏打ちされることによって環境行動が続いていく。 

 ２つ目は自立です。暮らしも財政も経済によって支えられています。しかし、日本の片

田舎で、どういう分野なら経済発展があり得るのか、それは環境なのではないか。自立を

探るということです。 

 ３つ目は誇りです。もし、環境をよくすることによって豊岡は飯を食っている、そうい

うまちができれば、私たちの大いなる誇りにつながるだろう、これがねらいです。そして、

その実現のための柱を幾つか立てました。 

 今から具体例をご紹介いたします。まず、太陽電池をつくる会社の本社が豊岡にありま

す。この会社は、「私たちの夢にふさわしい場所。それがコウノトリのいる豊岡です」と言

っています。世界中の人たちが地球温暖化対策をやろうとして太陽電池を買えば買うほど、

この企業はもうかります、税収も増えます。環境と経済は矛盾をしない。今年５０億円を

投資して生産能力を３０メガから５５メガへ、さらに平成２０年には７０メガへと増設す

る計画が立てられています。 

 豊岡は海に面したまちです。イワシを三枚に下ろしますと、頭とはらわたと骨がごみと

して出てきます。お金を払って処理していました。市内のプラチック業者がそれを持って

帰って練り上げて焼くとドッグフードになりました。今、月間５,０００箱売れる画期的売

れ筋商品になっています。イワシ１００％日本型食生活。ごみがお金にかわる。 

 農業も大切です。農薬を使わないと稲に害虫がつきます。しかし、クモが食べて、カエ

ルが食べて、ヘビが食べて、それをコウノトリが食べる。自然の法則をもって農薬にかえ

ようと、こういう農法が進んでまいりました。この「コウノトリ育む農法」は、今このよ

うな勢いで急激に作付面積が増えています。 

 手間暇をかけた農産品に対する認証制度をつくりました。兵庫県は「ひょうご安心ブラ

ンド」、豊岡市はより厳しい「コウノトリの舞」というものです。だいたい２割から７割高
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く売られています。それぞれの作付面積の推移です。こういうふうに急激に伸びてきてい

ます。今や豊岡の作付面積の約１５％は、環境創造型農業です。 

 コウノトリツーリズムも盛んになってきました。昨年、松阪市の中学生が修学旅行に豊

岡にやってきました。ＪＲもこんなポスターを貼ってキャンペーンをしています。第二弾、

第三弾です。ＪＴＢは「コウノトリも暮らすまちへ」という団体旅行を売り出しました。

５カ月間で１,０１４名、これを開発した担当者はＪＴＢの社内で西日本の最優秀賞を受け

ました。 

 コウノトリの郷公園の入館者数の推移です。昨年２４万人、今年は７カ月間で２９万人、

おそらく最終的には４６万人ぐらいまで行くだろうと見込んでいます。また、新聞記事に

どのぐらい出ているか調べてみました。昨年の１年間で１,１５０回、１日平均３回はどこ

かで記事になっているということで大変に認知度が上がってまいりました。 

 これは箸休めのような話なのですが、不登校児童生徒数の推移です。「不登校ゼロ作戦」

というのをやりましたが、見事に減ってまいりました。子どもを大切にするまち。さらに

赤ちゃんのほうはどうかと言いますと、減っていたのですが、今年は昨年同期に比べて２

０.９％増です。一時的な現象なのか。「コウノトリのまち」ということであればいいなと

思っています。 

 最後に、この写真をごらんください。１９６０年、４６年前、豊岡市内で撮られた写真

です。農家の女性、９５歳で今もご健在です。７頭の但馬牛、これが松阪に行くと松阪牛

になります。１２羽のコウノトリ。 

１１年前にこの写真を使って大きなポスターをつくりました。「３５年前、みんなで暮ら

していた」「私たちは人間の努力を信じます」、そういう言葉を添えました。そのときに、

このおばあちゃんは、あそこのおばあちゃんらしいということになって、職員と新聞記者

がインタビューに行きました。ところがこの女性は、当時のことですから３５年前、後ろ

姿、自分かどうかわからない、だけど、この牛はうちの牛だと(笑)。コウノトリのことは

ほとんど覚えておられずに、ひたすら牛の話をされて、最後にこう言われたのだそうです。

「あのころは本当に心が豊かでした。」私たちが何を失ってきたのか、何を取り戻そうとし

ているのか、この１枚の写真がシンボリックに示しているように思います。 

こういった風景は日本では失われていくもの、あるいは、郷愁の中にあったかもしれま

せんけれども、私たちの夢は、このような姿があって、なおかつしっかりと息づいている

まち、経済的にも支えられているまち、それを目指しているところです。以上です。あり
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がとうございました。 

【司会】  はい。どうもありがとうございます。それでは、質疑応答に移らせていただ

きます。よろしくお願いします。 

【田村副大臣】  本当に、私たちが理想とするような、そういうまちだなと思いまして、

実は、私も「自然との共生会議」というようなすごい名前をつけた議員連盟をつくったり

何かしながら、どうやって共生していかれるような世の中をつくっていくかということを

考えているのですけれども、おっしゃいますとおり、経済というものと共鳴というか、裏

打ちがなければそういう社会はできないわけですけれども、こういうコウノトリというも

のを１つの切り口にして環境というものを、またいろいろなものを取り組みながらまちづ

くりをやっていかれる中で、どういうふうに税収が伸びつつあるのか。それから、一方で

農業も、コウノトリというものを１つの切り口にすばらしい自然農法をやられているよう

でありますけれども、農業者の収入がそれに合わせて増えていっているのだと思いますが、

他の地域の農業者と比べて、農業者が今どういう状況にあるのかということも含めてお聞

かせいただきたいと思います。 

【中貝豊岡市長】  税収はまだ、他方でいっぱい減っているものがあるものですから全

体としての効果が出てきているわけではありません。ただ、幾つかの推進力を持つような

動きは出てきているというのが今の状況だろうと思います。私たちのまちのコウノトリの

取り組みは、保護活動だけでも５１年、野生で絶滅してから３５年という長い期間、いわ

ば、じっくりじっくり進んできたまちづくりですから、何か急激に指標が変わるというこ

とではないということはご理解いただきたいと思います。ただし、農業は非常に元気にな

ってきました。先ほど言いましたけれども、今、豊岡市内の作付面積の約１５％は無農薬、

あるいは減農薬です。今やもう変わり者がする農業ではありません。慣行農法に比べて２

割から７割、物によっては２倍ぐらいの値段で売られています。 

 今年の４月１日にイトーヨーカ堂が関東圏の１２３の店舗で「コウノトリの郷米」を売

りましたけれども、アッという間に売れました。通常のものの２倍以上、かなり高い値段

で売れました。実は、農業者は高く売れるし、自分たちは環境をよくしながら農業をやっ

ている。しかも、そのことによってコウノトリが空に帰っている。自分の田んぼにコウノ

トリがおりてきた。ということで、非常に誇りが高くなってきています。 

 先ほどは米だけをお話ししましたけれども、いろいろな注文が舞い込んでいます。大阪

の大豆の卸の会社からは、安心・安全な大豆が欲しいというオファーが来ました。コウノ
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トリが舞い降りる畑でつくられた大豆、これ以上はっきりしたものはない。今年は天候が

よかったので出来もよく、１丁１,０００円の豆腐にかわるということです。ちょっと法外

だなという気もいたしますが、そういうことで、農業自体が明らかに変わりつつあります。 

お酒の注文も舞い込んでいます。例えば、金沢の福光屋という老舗の会社からは、豊岡

の減農薬、無農薬のお米が欲しい。それから、姫路の本田商店というところからもお米が

欲しいということで、続々とコウノトリのお酒ができてきています。ですから、ようやく

長い下積みの時代を過ぎて、やっと表舞台に出てきたということではないかと思います。 

【菅総務大臣】  交流人口の把握をしていますか。 

【中貝豊岡市長】  交流人口というのは、観光の入り込み客でしか判断できないのです

が、１６年度も昨年も台風の影響があったものですからとにかくガタンと下がっておりま

すので、まだ統計的に着実に増えているかどうかわかりません。ただ、例えば、今年の夏

の海水浴客の入り込みは、９.４％増えています。それから、コウノトリの郷公園へのお客

様は、先ほどもお示ししましたけれども、昨年度１年間に２４万人だったのが、今年は７

カ月間で２９万人です。最終的には４６万人ぐらいになるだろうと思います。また、日本

最大の旅行会社のＪＴＢが、「コウノトリを見て、城崎温泉に泊まって、コウノトリのお米

を食べて、メインディッシュは但馬牛」というツアーを売り出した途端、大変な人気であ

るということですので、これから顕著な姿が出てくるのではないかというふうに期待して

います。 

【大野副大臣】  コウノトリは、農作物にいたずらはしないのですか。 

【中貝豊岡市長】  すると言われていました。田植えの直後にカエルやドジョウを取る

ために苗を踏み荒らすということで害鳥だと言われていました。そこで調査がなされまし

た。県の職員、市の職員、それからボランティアで朝の４時半から夕暮れまで徹底的に追

いかけて、コウノトリが田んぼの中で何歩歩いて、何歩踏み荒らしたか調べました。１万

６,０００歩で４０株踏み荒らしたという結果でした。これは収量には影響がないと言われ

ています。というのは、踏み荒らされた苗そのものは起き上がってこないのですが、隣の

苗がその分養分を取りますので、収量がむしろ増えて収穫は減にならないだろうというの

が現時点での調査結果です。むしろ、コウノトリが舞い降りた田んぼでつくられたお米と

いうことのブランド性のほうが高いということで一生懸命に説得をしているところです。 

【土屋政務官】  反当たりどのぐらいとれますか。８俵ぐらい？ 

【中貝豊岡市長】  そんなものです。もっととる人もいるのでしょうけれども、量をと
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るというよりも、むしろいかに高く売るかと。 

【土屋政務官】  減農薬にすれば当然、収穫は下がるでしょう？ 

【中貝豊岡市長】  いや、ほとんど変わりません。むしろ、天候が悪いときにこういう

無農薬、減農薬のものは強いと言われていまして、日照りなどで慣行のものの収量が下が

ったときも安定して米がとれるということがわかっています。 

【司会】  それでは、よろしいでしょうか。中貝市長さん、どうもありがとうございま

した。 

 大変お待たせしました。最後になりますけれども、後藤市長さん、よろしくお願いしま

す。資料７をご準備いただきたいと思います。 

【後藤臼杵市長】  大分県臼杵市長の後藤と申します。本日はこのような機会をつくっ

ていただきましてまことにありがとうございます。光栄に存じております。 

 臼杵市は昨年１月に旧臼杵市と野津町が合併いたしまして、人口４万５,０００人、面積

は約３００㎢の小さな都市であります。場所としては、四国と目と鼻の先で、九州の最も

東側にあります。平成１２年に東九州自動車道が伸びてきましたけれども、宮崎方面へは

行き止まりになっておりますから大変不便な地であります。ＪＲ線は単線というようなき

わめて状況の厳しい地域であります。現在のところ、市内には大会社の工場といったよう

なものはありません。市内の全工場、企業が市内に本社を持っている、そういう特殊なと

ころであります。平成１７年度の決算は、財政力指数が０.４０５という状況です。経常収

支比率が９６.６、実質公債比率は１８に近い１７.４というような状況でありますから、

今日、こうして頑張っているということでここにいるということ自体、どういうことなの

かということが私にもわからないような、そういうところであります。 

 ただ、言えることは、そのようなところですけれども、過疎団体ではないものですから、

これまでもいろいろと苦労してきましたし、これからも苦労していくということは覚悟し

ております。私は、臼杵市の、旧臼杵市で２期８年間、市長を務めました。そして新しい

市になりまして２年間、市長を務めております。 

 旧臼杵市は平成６年から８年にかけて全国的にも有数な財政悪化都市でありました。２

ページ目の３というところにありますけれども、その当時一番悪かったのが夕張市。九州

で一番悪かったのは田川市。産炭地並みに悪かった、それに次ぐぐらい悪かったというこ

とで、このままだったら赤字再建団体になりかねないという状況でありました。大変厳し

い状況ですけれども、幸いにも、地方交付税制度という大変すぐれた制度がありますから、
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そのおかげをもちまして、決して華々しいものではありませんが、貧しくても、気持ちの

持ち方次第では工夫を凝らして、歯を食いしばって、市民サービスを拡充し、市民に喜ん

でいただける自治体をつくることができるのだということをお話し申し上げられたらと思

います。 

 おかげさまで、１０年間の市役所職員の努力が実を結びまして、市役所は地域を支える

原動力であるというようなことをみんなにわかっていただいております。そして、合併に

つきましても、おそらく全国の合併の中で、合併したどちらの市民からも、「合併してよか

った」というふうに言ってもらっているというところ、これ以上のところはないだろうと

私は思っておりますが、合併のベストに近いモデルであるというふうに思っております。 

 破綻の淵から脱出するということに当たりまして最も心がけましたことは、何といいま

しても市役所職員の意識改革であります。そして、同時に、小さな実践の一歩からという

ことで、二宮尊徳翁の教えであるところの「積小為大」という、小さなことを積み上げて

大をなす、こういうことをしっかりやっていくことが大事であるということと、もう１つ、

改革を活性化するための情報づくり、情報整理が一番大事だと思います。２ページ目の、

スライドで言いますと４というのがありますけれども、よく、「改革なくして成長なし」と

いうことなのですけれども、その改革は行動しなかったら改革はあり得ません。そして、

行動するのは、何で行動するかというと、危機意識があるから行動するのであって、ただ

行動するということではありません。この危機意識は一体どうして出てくるのかというこ

とは、危機情報があるから危機意識があるので、危機情報がなければ成長もあり得ないと

いうことであります。よく情報開示ということが言われますが、情報開示の中で、肝心の

情報がないというのが実態でありまして、その情報をつくっていく、こちらのほうが大事

であると思います。 

 例えば、１０年前にはバランスシートがありませんでした。臼杵市はバランスシートを

初めてつくったところです。これも市役所がみずからつくりました。その当時、そんなこ

とをして何になるのかというふうに笑われました。しかし、その後、東京都がつくるよう

になり、今では必要だということはみんなにもわかってきました。今、臼杵市で何をやっ

ているかと言いますと、企業で言えば利益、損益計算書、この損益をどうやってはかるか

ということを今、一生懸命にシステムをつくっております。今、こう言いますと、行政と

いうのは利益や何かを出すものではない、損益なんか出すものではない、今までずっとそ

う言われてきました。しかし、私ども、いろいろ考えまして、予算がある、予算というの
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は、過去からのものを積み重ねて、こういうふうになるにちがいないというものでありま

すけれども、過去をどれだけ改善するかということで、実行したら予算からどれだけの差

益が出たかということが絶えずわかるような、そういうようなシステムをつくりたいとい

うことで、そのような予算差益、公会計の複式発生主義に近い、そのようなシステムづく

りに今、取り組んでおります。 

 時間がないので走り走りお話しいたしますが、そのようなことの結果としてバランスシ

ートもつくりましたし、スライドの１０「少ない職員で大きなサービス」というのがあり

ますが、職員数は、過去１０年間で１７％減少いたしました。そして、これから先、４年

間で７％減少させるということで、今、４５０人ですが、これを４２０人にしたい。４５０人

というのは、１００人当たり１人の職員数ということになりますが、消防職まで入れてこ

の数字というのは、この規模であれば、まあまあのところだろうと思いますが、さらに少

なくしたいというふうに思っております。 

 そのようなことですが、スライドの１３で、「応援のプログラムはどのようなことを望む

か」ということに対しまして、「特別な応援プログラムは望みません」というふうに書きま

した。我々は、頑張らなければいけないから頑張っているのであって、頑張ったらごほう

びをいただけるからというわけで頑張っているわけではありません。それで、それよりも

大事なことは、今ある交付税制度が壊れないし、今まで約束してきたことは厳しくなって

も守っていくのだということをしっかり示していただきたい。制度の堅持をはっきりと示

していただきたいというのがお願いであります。 

 特に最近、夕張市の問題が大きくなっておりますけれども、夕張市は、実は日本の１万

分の１モデルなのだということに気づきました。夕張市の人口が１万３,０００人で、日本

の人口が１億３,０００万人であります。ちょうど１万倍であります。そして、財政規模は

というと、夕張市が４６億円で日本が４６兆円ぐらいだとすると、これも１万倍です。そ

して、夕張市が倒産した負債総額が６３２億円であったということですけれども、これは

日本の６６４兆円ぐらいというふうに言われますから、何もかも１万分の１なのです。し

かも、このほかに、我々が一番頼っているところの交付税特別会計のほうが、これは５１

兆円の一時借入金の棚上げがあるのです。これは夕張市の一時借り上げが悪い、悪いと言

うけれども、規模から言うと、この３倍ぐらいの金額になっていると思います。 

 さらに、交付税措置をしてくださるという約束をしておりますけれども、この交付税措

置の総額が何兆円になっているのか発表されておりませんが、計算してみると、多分８０
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兆円ぐらいになっていると思います。これは、もう将来負担の約束手形ですから、これか

ら先どうなっていくか心配で心配でしょうがないです。このような制度をしっかり堅持し

ていただくということを、ぜひ示していただきたいと思いますし、私が申し上げたような

ことが杞憂であって、しっかりやっていくぞというふうにやっていただきたいと思います

し、また、それを自治体に対して厳しく、何しろ夕張市は職員の給与を３０％下げて、そ

して、人数も半分していくということですから、他の自治体、我々も日本国民もみんな厳

しくなるというのは当たり前のことなので、厳しくしていくということを幾ら示していた

だいても構いませんから、それを支えていく制度をしっかり守っていただきたいというふ

うな思いでいっぱいです。 

 あと、もう１つだけですが、最後の一番下の１６というところに書いてありますが、臼

杵市はケーブルテレビを国の制度の方策のおかげで整備させていただきまして、市内全家

庭、全戸にケーブルテレビが入っております。ハイブリッドで入っておりますから、デジ

タルデバイスということにつきましては最先端を行っておりまして、すべてインターネッ

ト可能のような状況になっております。その中で、最近、問題になっているのは、ケーブ

ルテレビ、これまで放送してきたアナログ放送で福岡の５波を放送しておりますけれども、

これがデジタルになったら再送信を断るということを言われまして、今までの状況よりも

後退する。これまで観ることができていたものが、今度は観ることができない、アナログ

からデジタルになったら後退したと、こういうふうには絶対にならないようによろしくご

指導をお願いしたいというのが願いであります。 

 以上でございます。 

【司会】  はい、どうもありがとうございました。それでは、ご質問等がございました

らお願いいたします。 

【土屋政務官】  主としての産業にはどういうものがありますか。 

【後藤臼杵市長】  造船が、７万トンの船をつくるところが１つと、２万トンの船をつ

くるところが２つ、３つの大きな造船所があります。それから、九州で１番目に大きい、

２番目に大きい、みそ・醤油の会社が立地しており、あと、酒屋さんが立地しております。

日本たばこ産業が以前あったのですが、これが撤退してしまいましたが、その後はかなり

大きな地場のＩＴ産業、そのようなものだけしかありませんが、まあまあ何とかなって、

過疎団体にならないようにしています。 

【土屋政務官】  第三次産業の立地はどうですか。これを見ると、造船やみそなどは第
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二次産業ですが、どちらかというと、就労人口はそういう方が多いですか。 

【後藤臼杵市長】  臼杵市だけではなくて、大分県の県南部の各地からそういうところ

には集まっているということですね。 

【土屋政務官】  ああ、そうですか。外へ出ていくのが多い？ 

【後藤臼杵市長】  それは隣の大分市に出ていきます。出たり入ったりしています。 

【土屋政務官】  そうすると、ベッドタウンという色彩も強いですか。 

【後藤臼杵市長】  ベッドタウンという色彩は薄いです。 

【土屋政務官】  大分にはどのぐらいの時間で行けるのですか。 

【後藤臼杵市長】  大分まで、最近は高速ができたから２０分ぐらいで行きますけれど

も、普通の道を通っていくと４５分から１時間ぐらいかかります。 

【土屋政務官】  そうすると通勤圏ではないということですね。 

【後藤臼杵市長】  ちょっと無理すれば通勤圏ですけれども、不便なところですね。 

【土屋政務官】  ありがとうございます。 

【菅総務大臣】  情報公開されて、市民の意識はどういう形で変わりましたか。 

【後藤臼杵市長】  市の状況が厳しいということを、まず知らなかったのが、市の財政

状況がいかに厳しいかということを知ってもらったということと、それと、努力をするこ

とによって、そして財源等を、国の制度等いろいろありますから、それをうまく活用しな

がらやっていけばいろいろな便利なものもできる。しかし、やはり将来負担はあるという

ことも覚悟してもらいながらやっているということです。 

【大野副大臣】  財政が厳しくなった一番の原因は何ですか。 

【後藤臼杵市長】  財政が厳しくなったのは、周辺の自治体がほとんど、大分市は新産

都をつくりましたから優遇措置があります。そのほかのところはみんな過疎団体です。そ

うすると、その過疎団体で、あんなのもできたじゃないか、こんなのもできたじゃないか、

だから市民会館のいいものをつくらなければいけないとか何とかいうことでつくる圧力が

強い。でも、そのようなことが主な原因ということと、もう１つは、やはり、行政の努力

が足りなくて、職員の意識が足りなくて、例えば、補助金をいただいて仕事をするという

ことになりますと、それにいろいろきっちりした書類をつくって進行管理をしなければい

けなくなります。そうすると、補助金をいただけるし、起債もできやすくなるのですけれ

ども、どうかすると、そんなことをしないで単費を使ってやるともう簡単に、会計検査も

なしにやっていかれるということがありまして、お金もないのにそういう安易な道を以前
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は歩んでいたと、そういうこともあったと思います。これは中の努力の問題だと思います。 

【田村副大臣】  「新たな応援プログラムは望みません」と言われてしまうと、もう何

をやろうかと、困ってしまうのですけれども、例えば、今度の新しい交付税制度を含めま

して、ここでは、当たり前と言ったらあれでしょうけれども、当たり前だけど心配だとい

う話で、「現状の交付税制度の堅持」というお言葉を使われていますが、どういうことをお

望みですか。 

【後藤臼杵市長】  工場誘致したらとか、出生率が上がったからと言われましても、そ

れは努力したらできるというわけでもありませんし、それはもう立地条件で、できるとこ

ろとできないところがあります。それよりも、例えば、コミュニティ活動をどれだけ広め

たら応援しますとか、あるいは、環境の保持活動に関して、いろいろプログラムをつくっ

て真剣にやっている、独特な取り組みをやっているところについては応援しますとか。例

えば、臼杵市の場合ですが、今、山林の荒廃が問題になっておりますが、山林の荒廃を森

林組合に任せて、それで間伐していくといっても、これはもう無理な状況です。それで、

立ったまま枯らしてしまおうということで、薬剤注入をするのですが、例えば、１０本の

うちの４本、立ったまま枯らしてしまおうと、利用するということではなくて、枯らして

間引きすることによって森林の活性化を保っていこうというようなことを全国でも初めて

なのですけれども、市有林でそういう実験も始めています。これが全国に広がっていくこ

とになると随分節約になると思うので、そのようなことに対して応援していただけるとあ

りがたいと思います。 

【田村副大臣】  そういう手法を今、研究されているのですか、立ったまま枯らせると、

害虫も何もそこに繁殖せずに？ 

【後藤臼杵市長】  はい。立ったまま薬剤注入して、それから枯れていきます。枯れる

と、その年にはただ枯れるだけですけれども、これを伐採することになると非常に危険で

簡単にはできないのですけれども、これが枯れてしまうと伐採をするのが非常に易しくな

ってきます。 

【田村副大臣】  ああ、後で伐採するのですね。 

【後藤臼杵市長】  ええ、だから三、四年たって伐採すると非常に効率的になるのです。

それと、とにかく枯れてしまえば、陽が入るようになり、いわゆる雑木が繁茂して草が繁

茂することになりますから、とにかく、スギというのはお化けですから、あのお化けの命

を少しずつ取ってやることが一番大事だと思います。 
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【田村副大臣】  独自で研究されたのですか、市で研究されたのですか。 

【後藤臼杵市長】  いや、そういうことを秋田県立大学の先生で、そんなことを考えて

いらっしゃる方がいて、その方と連絡をとりながらやっています。 

【田村副大臣】  これはおもしろいですね。 

【菅総務大臣】  今、市長が言われたようなものを応援したい。要は、何もメニューは

決まっていないのです。地域にはそれぞれの特徴があるはずですから、そこの中で魅力を

引き出すような努力はどんなものがあるか、そういう形で今、私どもは懇談会をやってい

ますので、それぞれの地域の魅力を引き出すために頑張ろうと、そういう地方を応援しよ

うと。ここに書いているのはたまたま一例なので、きょうはその勉強会という形でご理解

をいただければありがたいと思います。 

【後藤臼杵市長】  ありがとうございます。ぜひよろしくお願いいたします。 

【司会】  後藤市長さん、どうもありがとうございました。 

 ６人の市町長さん方からのご意見をちょうだいしたところでございますが、大体、予定

の時間に迫ってきております。特段、何かこれだけはということがございましたらお一方

ほどお願いしたいと思いますが、特によろしいでしょうか。ありがとうございます。 

 それでは、こちらの懇談会のほうはこれで終了させていただきたいと思います。最後に

大臣より一言お礼のごあいさつを賜れればと思います。よろしくお願いいたします。 

【菅総務大臣】  それぞれの市長さん、町長さんには、お忙しい中、おつき合いをいた

だきまして本当にありがとうございました。今、私どもが、頑張る地方応援プログラムを

つくろうという中で、大変参考になることばかりでありました。私が就任をして申し上げ

たのは、財政力指数が低いから何もできない、これでは余りにも地方に元気がない。そう

いう意味で、町長さんのお話もありましたが、とにかくそういう形で地域の魅力を生かし

て、それを引き出すために努力することを応援したいと、そういう地方に活力を求めるよ

うな、出せるようなそういう政策を何とかいたすことができないかなという形でこういう

仕組みを私どもは今、つくって、１２月までの間に、皆さんのように、頑張っているとこ

ろからいろいろなご意見、あるいは、学識経験者の皆さんから意見を拝聴して、そのこと

を全国に配信していきたい。そして、全国の市町村が、その中で活力を持てるようになれ

ば、この国そのものの活力につながるわけでありますから、そういうことで私どもも省を

挙げて取り組んでいるということをご理解いただきたいと思いますし、きょうは本当にお

忙しい中、ありがとうございました。 
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【司会】  どうもありがとうございます。以上をもちまして本日の懇談会を終了させて

いただきます。 

 

                                 ── 了 ── 

 


